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お守りいただきたいこと 

使用方法を間違ったり、点検を怠ったりすると死亡、け

が、あるいは火災など重大な事故につながるおそれが

あります。 

本機の設置、取り扱いに当たっては本書及び取扱説明

書等をよく確認したうえ、安全にご使用ください。 
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警 告 表示の内容 

 

この表示を無視して誤った設置・取り扱いをすると、「人が死亡又は重傷を負う」危険が生

じる可能性が想定される内容を示しています。 
 

● 設備・作業場 
 
 ◇製品の改造禁止。 

メーカの指示なく勝手に機械を改造したり、機能を変更したりしないでください。 
思わぬ事故を引き起こす原因となります。 

 
 ◇必ずアース（接地）工事をしてください。 

専門の工事業者に依頼し、D 種接地工事（アース・接地抵抗 100Ω以下）をしてください。アース工
事が不備の場合は、「感電」事故が発生する危険があります。 
また、万一落雷やショートなどによりノイズ電流が流れ、機械の誤動作や焼損が発生し、それが元で
火災事故などにつながるおそれがあります。 

 
  ◇据付場所。 

水や蒸気がかかる所、直射日光の当たる所などへの設置は行わないでください。 
 

● 機械管理及び取り扱い 
 
  ◇機器の上に重い物を載せたり、人が乗ったりしないでください。 

機器が破損して故障・火災の原因になることがあります。また落下したり転倒したりすると、けがの原
因になることがあります。 

 
◇電源及び圧縮空気の供給は、機械周辺の安全を確認した後、供給を開始してください。 

圧縮空気を供給すると電源が入っていなくてもシリンダが定位置に移動します。また、電源を入れる
と機械が思わぬ動きをするおそれがあります。必ず機械周辺に人がいないことを確認した後、供給を
開始してください。 

 

◇運転中は駆動部に手などを入れないでください。 

駆動部に手などを入れると、巻き込みなど重大事故や機械の破損につながるおそれがあり大変危
険です。 

 
  ◇パネル・カバー類を取り外した状態での運転を禁止します。 

パネル、カバー類を取り外した状態で運転すると、「チェーンに巻き込まれる」「機械に挟まれる」等に
より思わぬ重大事故につながるおそれがあります。 
パネル、カバー類は必ず正規の位置にしっかり固定した状態で運転してください。 

 
  ◇異常発生時は直ちに運転を停止させ、電源及び元電源を切り、圧縮空気を抜いた上、正常

に回復させてください。 

故障や異常を知らせるブザー（警報装置）が作動した場合は、トラブルの原因を調べ、正常に回復さ
せてから運転を再開してください。 
異常状態のまま運転を再開するとより危険な状態を招くおそれがあります。 
また、何か緊急に機械を止めなければならない時は、機械を停止させ、元電源を切ってください。な
お、万一火災が発生した場合は直ちに元電源を切ってください。 

 
  ◇作業者が機械を離れる場合は運転を停止させてください。 

思わぬ事故につながる危険性がある為、短時間でも機械を離れる場合は、運転を停止させてくださ
い。 



 
 

◇作業終了後は機械の電源及び元電源を切ってください。 

その日の作業終了後は、機械の電源及び元電源を切ってください。電源をいれたままにしておくと思
わぬ事故につながることがあります。 
休憩時など、長時間にわたって運転しない場合も電源を切ってください。 

 
  ◇メンテナンス時は機械の電源及び元電源を切ってください。 

機械の保守及び修理を行う場合は必ず機械の電源及び元電源を切り、［修理中］の札を下げてから
行ってください。修理中に誤って電気を通じると感電事故や、誤操作によりモータやシリンダが作動し
た場合非常に危険です。 

 
 

注 意 表示の内容 

 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、「人が損害を負う」あるいは「物質的損害」 の

発生が想定される内容を示しています。 
 
 

● 機械管理及び取り扱い 
 
  ◇機械の定期的な清掃を実施してください。 

電気機器等に綿埃が溜まるとショートしたり、放熱が妨げられたり、機器の誤作動や故障の原因と
なり、 悪の場合には火災となる危険性があります。 
掃除の際、エア等で埃を吹き飛ばすと機器の中に入り込んでしまいますので、拭き取りまたは掃除
機等で吸い取ってください。 

 
  ◇機械の定期点検を実施してください。 

異常音、ビス・ボルト等のゆるみ、グリース、ベルト、センサ、エア機器等の異常がないか、定期的に
点検してください。 
必要があれば処置をしてから使用してください。事故を未然に防止します。 

 
  ◇良質な圧縮空気を供給してください。 

エアドライヤにて処理された圧縮空気を本機へ供給してください。 
エアドライヤは各メーカの指示に従い適切にメンテナンスを行ってください。 

 
  ◇圧縮空気は指定圧力で使用してください。 

本機で作業中に二次側圧力が 0.2±0.05MPa を外れないようエアを管理してください。 
 
  ◇フィルタレギュレータのエレメントは定期的に交換してください。 

エレメントが目詰まりするとエア機器の動作が安定しなくなります。 
必ず年 1 回、点検・交換をしてください。 
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はじめに 
 

この度は、ガウンフォルダー（FG10）をお買い求めいただき、誠にありがとう御座いました。 

本機は、まずテーブルにガウンが置かれた事を検知すると吸引ファンでガウンを吸着し、固定します。ガウ

ンを整えた後、スタートボタンを押すと吸引ファンが自動停止すると同時に押さえ板及び折り板が稼働し、

ガウンを三つ折りにします。ガウンを縦に折りたたんだ後、ガウンを引き抜くことにより押さえ板及び折り板が

初の状態に戻ります。 

ご使用に当たっては、「取扱説明書」の始めに綴じてあります「注意書」をよくお読みいただき、記載事項を

必ず守ってください。記載事項を無視した使用で事故が起きても当社及び、販売店は一切の責任を負い

かねます。また、この「取扱説明書」を 後までよく読んで、本機の機能を十分に理解し、より良きパートナ

ーとして、長くご使用していただけますようお願いいたします 

この「取扱説明書」は機械を廃棄するまでいつでも読めるよう、汚さないように保管してください。必要であ

れば作業者の閲覧用にかぎりコピーの作成を許可します。 

 

 

メ モ 

ご購入年月日：     年   月   日 

 

製造番号： 

 

ご購入代理店名： 

 

☎（    ）     －      

 

 

 

お願い 

 

本機の製造番号は、本機のアフターサービス時に必要な番号です。 

修理の依頼及び部品の注文の場合は、必ずお知らせくださいますようお願い致します。 

 

※ 技術的改良のため予告なしに変更することがあります。 

※ 価格は予告なしに変更する場合があります。 
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縮
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量のドレンや化

圧機器の破損

理の際にエアを

管工事により出

さい。 

気確認を行う際

が無い事を確

縮空気の元バ

に人がいない

※

や配線工事は

用として下記仕

（50Hz または

器：感度電流

遮断器は必ず

作動することが

相の場合は制

ます。 ※単相

のため、制御盤

話線などアー

タを使用して

やコンデンサ

バータ及び電

ないでください

温部（蒸気配管

タ制御のため

側から見て反

ィルタレギュ

てください（一

気は必ず清

化学薬品、有

損や作動不良

を止められる

出た切粉やシ

際は、圧縮空

認してください

バルブを開くと

い事を確認し

｢電気事業法｣、

準）について、具

は｢内線規定｣

仕様を満たす

は 60Hz） ※

30mA  適

ずインバータ専

があります。

制御盤内端子

相仕様はオプシ

盤内端子台

ース端子以外

いております

が破損するお

電子機器を使

。機器が破損

管など）に接

め電源線の入

時計回りです

レータのエア

一次側エアの

浄で水分の少

有機溶剤を含

良の原因とな

るように、一次

シールテープ

空気の元バル

い。 

と、折り板など

してから開いて

、｢電気設備に関

具体的な方法を

- 4 - 

｣※に従い、充

すものを設置

単相仕様はオプ

適合 大電

専用のものを

子台 X1<R S

ション 

X1<E>に必

外のものには

す。進相コンデ

おそれがあり

使用しています

損､あるいは発

接近させないで

入替えでファン

す。 

ア接続口があ

の圧力に耐えら

少ない圧縮空

含む合成油、塩

りますので使

次側に開閉バ

プの残材などが

ルブを徐々に

どが動く場合

て下さい。

関する技術基準

を補足説明した

充分な専門知

してください。

プション  定

線：単線 4 ㎟

を使用してくだ

S T>に、単相

必ずアース線

は、接続しない

デンサ（力率改

ます。 

すので、絶縁

発火するおそ

でください（15

ンの回転方向

ありますので、

られるエアチ

 
空気を供給し

塩分、腐食性

使用しないでく

バルブを取付

が配管内に入

に開いてくださ

合があります。

準を定める省令

た(社)日本電気協

知識と経験の

 

定格電流：5A

㎟または撚線

ださい。通常

相の場合は端

線を接続してく

いでください。

改善用コンデ

縁抵抗試験（メ

それがあります

5cm 以上離す

向は変わりま

外径φ8mm

チューブを選定

してください。

性ガス等を含

ください。 

けてください。

入らないよう、

さい。その後、

元バルブを開

令｣（通称：電気設

協会規定。 

のある方が行

A 

線 2.5 ㎟ 

常の漏電遮断

端子台 X1<R

ください。なお

。事故・故障

デンサ）を取り

メガテスト）、

す。 

すこと）。 

ません。ファン

m のチューブ

定してください

 

含む圧縮空気

。 

、十分気を付

、各部からエ

開く時は、機

 

設備技術基

ってくだ

断器を

R S>

おガス

障の原

り付け

耐電

ンの回

ブで空

い）。 

気は、

付けて

エア漏

機械の
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3. 機械の外観図 

 



4. 操作方

 4.1 使用

 

1） エア

・ 右側

2） カバ

・ 安全

3） テー

・ この

てく

 

 4.2 基本

 

1） 電源

・電源

を確

・制御

 

2） ガウン

・ ガウ

・ 上側

・ ガウ

 

方法 

前の準備 

の圧力を確認

側面にあるフ

ー等が全て取

全カバー、付

ーブルを手で揺

の時ガタツキ

ください。 

操作方法 

源を入れる。 

源を入れると、

確認して下さい

御盤左側面に

ンをセットする

ウンの袖をガ

側光電センサ

ウンの袖を折

認する。 

フィルタレギュ

取り付けられ

付属部品が外

揺らしてみて

があるようで

、折り板などが

い。 

にある電源スイ

る。 

ウンたたみ板

サおよび下側

折り返し、シワを

 

ュレータの圧力

れているか確認

外されていると

ガタツキない

したら、本体

が動く場合が

イッチをオン

板の下に通し

側光電センサ

を伸ばして全

- 6 - 

力が 0.2MPa

認する。 

ところがないか

いか確認する

体下面のアジャ

があります。電

にします。 

てテーブルの

サがガウンを検

全体を整えます

a が初期設定

か確認してくだ

る。 

ャスターフット

電源を入れる

の上に載せま

検知すると、フ

す。 

定値です。 

ださい。 

トで装置を突

る前に、機械の

 

ます。 

ファンが吸引

 

突っ張り、安定

の周りに人が

を始めます。

定させ

がいない事
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3） ガウンをたたむ。 

・テーブル右側面にあるスタートボタンを押すと吸引ファンが停止すると同時に中央ガウン押さえ

板①がガウンを押さえ、次いでガウンたたみ板右②、ガウンたたみ板左③がガウンをたたんでい

きます。 

・ガウンフォルダーの押さえ板やたたみ板が連続して動きますので、巻き込まれないように注意し

てください。 

 

 

     

 

 

4） ガウンを引き抜く。 

・ガウンの長手方向（縦方向）を手で折りたたんで、ガウンを下側に引き抜きます。 

・解除センサ（下側光電センサ）がガウンを検知しなくなると、ガウン押さえ板とガウンたたみ板が

たたみの逆の順序（④→⑤→⑥）で元の位置に戻ります。 

・この時もガウンフォルダーの押さえ板とたたみ板が連続して動きますので、巻き込まれないよう

に注意してください。 

 

 

     

 

 

5） たたみ完了。 

・続けてガウンをたたむ場合は 2）へ、終了する場合は制御盤の電源スイッチをオフにしてエアの

元バルブを締めて終了します。 

  



 4.3 ガウン

 

・ ガウ

ます

時は

・ 吸引

に回

てい

・ つま

りま

の寿

ださ

 

 4.4 カウン

 

・ 正面

い場

・ 本製

ら形

い）

・ 電池

に触

・ 電池

 

電

① カ
② ケ
③ 電

触

④ 電
⑤ 電
⑥ 電

は

⑦ 逆

ン吸引力の調

ウンの材質、

す。吸引力を

はつまみを左

引力を弱くし

回して起動す

いますと、モー

まみの位置に

ます。振動が

寿命を短くす

さい。 

ンタについて 

面左側上部

場合は、カウン

製品はリチウ

形 Y92S-36

）。 

池交換時は、

触れると感電

池交換時は、

電池交換手順

カウンタを本機

ケースから本

電池の端を上

触れないでくだ

電池を挿入す

電池のプラス

電池交換後、

はめてください

逆の手順で本

調整方法 

重量によって

を強くしたい時

左側に回して調

した時にファン

する位置でご

ータ焼損のお

によっては共振

が大きい状態

するおそれが

にカウンタが

ンタ右下のリ

ウム電池（3V）

と交換してく

、配線をはず

電するおそれが

、体に静電気

順（下図参照

機から取り外

体を引き出し

上へ持ち上げ

ださい。 

する前に、電池

、マイナス（＋

本体をケー

い。このケース

本機に取り付け

てファンの吸

時はつまみを右

調整してくださ

ンが回転しな

ご使用ください

おそれがありま

振が発生し、

で製品をご使

ありますので

が取り付けられ

リセットキーを

）を内蔵してい

ください（電池

ずしてください

があります。

気が帯電して

） 

し、工具を用

してください。

げてはずしてく

池の表面をき

＋、－）を正し

スに戻します

スのフックが正

けたのち、リセ

- 8 - 

吸引力を調整

右側に、吸引

さい。 

ない場合は、つ

い。起動しない

ます。 

、振動が大き

使用になられ

で、共振点を

れています。

押してください

います。電池

池の＋－は正

。高電圧が印

ていない状態で

用いてケースの

 

ださい。電池

きれいにふい

しく入れてくだ

す。液晶部を

正しくかかって

セットキーを押

整することがで

引力を弱くした

つまみを少し

い状態で放置

きくなる場合が

れますと、ファ

避けてご使用

数をリセットし

い。 

池が消耗しま

正しく入れてくだ

印加された箇

で行ってくださ

の「上下」フッ

池を本体からは

いてください。

ださい。 

バッテリホル

ていることを確

押してください

でき

たい

し右

置し

があ

ァン

用く

した

した

ださ

箇所

さい。 

ックをはずして

はずすときは

ルダのガイドに

確認してくださ

い。 

てください。 

は表示部や部

にかけてケース

さい。 

部品に

スを

 



5. リセット

異常が

主電源

電源を

事を確

 

 

 5.1 インバ

 

・ インバ

の押

受け

・ 一部

を一

・ リセッ

 

 

 5.2 ノーヒ

 

主電源

ます。ブ

繰り返し

あります

 

ト方法 

が発生すると動

源を切り、異常

を再投入する

確認してから行

バータのリセッ

バータがトリッ

押し釦を押して

け付けません。

部のエラーは【

一旦落とし、操

ット後は制御

ヒューズブレー

源（ノーヒュー

ブレーカのつ

し同じことが起

す。その場合

動作が停止し

常の原因を取

と折り板など

行って下さい。

ット方法 

ップ(保護機能

てリセットしてく

。リセット解除

【STOP/RES

操作パネルの

盤のフタを閉

ーカのリセット

ズブレーカ）

まみを一旦「

起きましたら

合はお買い上げ

 

し、操作を受

取り除いたら下

どが動く場合が

。 

能動作)したら

ください｡なお

除後約 1 秒で

SET】の押し釦

表示が消灯

閉じてください

ト方法 

が動作した場

「OFF」の位置

、コードやプラ

げの代理店に

- 9 - 

受け付けなくな

下記のリセット

があります。電

ら制御盤のフ

おトリップ発生

で復帰します

釦ではリセット

灯してから再投

い｡ 

場合、ハンドル

置に戻し、それ

ラグがショー

に修理対応を

なります。 

トを行ってくだ

電源を入れる

フタを開け､イ

後、約 10 秒

。 

ト解除できない

投入してくださ

 

ルが「ON」と

れから「ON」に

トしているか部

をご相談くださ

ださい。 

る時は、機械

インバータ表面

秒経過するま

 

いものもありま

さい。 

「OFF」の中間

に入れます。

部品が破損

さい。 

 

械の周りに人が

面の【STOP/

まではリセット

ます。その際

間の位置に止

 

しているおそ

がいない

/RESET】

ト動作を

際は電源

止まり

それが



6. 点検と

 

 6.1 部品

 

 

 

と調整 

配置図 

 

シリン

- 10 -

本体斜視

ンダボックス内部 

 

 



 6.2 テーブ

 

テーブ

れない

 

 

 6.2.1 テ

 

・ 昇
し

ブ

・ 上
絶

と

・ 電
絶

 

 

 6.2.2 テ

 

・ テ
を

度

・ 角
だ

・ テ
で

 

 

 6.2.3 保

 

保守

れた

 

・ 昇
め

・ 昇
（

・ テ
開

 

ブルの調整と

ルの可動、昇

いよう十分注意

テーブル高

昇降ユニット

してください。

ブルの高さは

上昇端、下降

絶対にやめて

となります（フ

電動工具など

絶対にやめて

テーブル角度

テーブル左右

を支えながら

度は 25°～

角度調整後は

ださい。 

テーブルの上

でください。 

保守 

守の際はテー

た場合、直ちに

昇降ユニット

めに交換して

昇降ユニット

（カバーの 4

テーブルの左

開け、内部を

と保守 

昇降部分は危

意して作業し

さの調整 

回転軸の六

右に回すと上

は+0～225m

降端では回り

てください。昇

フルストローク

ど高速で回転

てください。 

度の調整 

右にあるチル

らお好みの角

～40°の間で

はチルト固定

上に荷物を載

ブル上の荷物

に使用を中止

の台形ネジ、

てください。 

の回転部分

隅のネジを外

左右側面に吸

を掃除機など

 

危険ですので

してください。

角部を付属の

上昇し、左に

m の間で無段

難くなりますの

昇降範囲外で

時のネジ回転

転させると破損

ト固定ノブを

度に調整して

で無段階調整

定ノブを左右両

載せたままチル

物を降ろし、

止し原因を調

ナットの摩耗

には定期的（

外して、カバー

吸引ボックス掃

で清掃してく

- 11 -

で、手や指を入

のスパナ（17

に回すと下降し

段階調整が可

ので、それ以

でのご使用は破

転数：約 30

損の原因にな

両方とも緩め

てください。テ

整が可能です

両方ともしっか

ルト固定ノブを

安全に十分

調査の上、対策

耗に注意して

（使用頻度に

ーを取り外して

掃除口があり

ください（下図

入れないでく

7mm）等で回

します。テー

可能です。

以上回すのは

破損の原因

回）。 

なりますので

め、テーブル

テーブルの角

す。 

かりと締めてく

を操作しない

注意して行っ

策処理を行っ

てください。ナッ

に応じて）にグ

てください）。

りますので、定

図）。 

 

ください。メンテ

回

は

く

い

ってください。

ってください。

ットにガタ、ズ

グリースなどを

 

定期的にネジ

テナンス時に

万一異常が

 

ズレが生じたら

を塗布してくだ

ジを外してフタ

に挟ま

が発見さ

ら早

ださい

タを



 6.3 エア機

 

 6.3.1 回

 

 

番号 

1 W1

2 M4

3 RR

4 CM

5 DS

6 SL

7  

 

機器 

回路図 

品

1000-8-W-

4GB210R-C

RC-63-180 

MK2-CC-25

C-C-6-6-L

W-8A 

品番・図番 

-B3W 

L6-E2HD-3

5-100-IB2 

L 

フ

3-3 エ

ロ

エ

ス

サ

エ

- 12 -

フィルタレギュ

エア電磁弁（

ロータリシリン

エアシリンダ

スピコン（ダイ

サイレンサ

エアチューブ

品名 

ュレータ 

（3 連） 

ンダ 

イヤル付） 

ブφ6 

個数 メー

1 個 CK

1 個 CK

2 個 CK

1 本 CK

6 個 CK

2 個 CK

1 式 市販

ーカ 

KD 

KD 

KD 

KD 

KD 

KD 

販品



 6.3.2 シ

 

1） 速

 

・ 流
と

・ 流
す

転

・ ダ
性

・ 調
 

 

2） ク
・ ガ

が

せ

・ ク
い

き

 

 

・ ガ
 

 

シリンダの調

速度調整（6-

シ

ガウン

（回路

ガウンた

（回路図

ガウンた

（回路図

流量調整（ニ

とロックされま

流量の調整は

す。ツマミを左

転方向は、左

ダイヤル表示

性の狂いや故

調整後はツマ

クッションの調

ガウンたたみ

がロッドカバー

せる、クッショ

クッションのき

い場合は、ク

きがよくなりま

ガウン押さえ板

調整 

-3-1 回路図

シリンダ 

ン押さえ 

路図④） 

たたみ板右 

図③左側） 

たたみ板左 

図③右側） 

ニードル）のロッ

ます。 

はツマミを右

左回転で開に

左回りとなりま

示部に回転ト

故障の原因に

マミを押してニ

調整 

み板右及び左

ーやヘッドカバ

ョンが取付けら

きき具合は納

クッションニー

ます。 

板のシリンダ

 

図参照） 

スピコ

A

B

A

B

A

B

ックはツマミを

右回転で閉に

にしていく場合

ます。 

トルクをかけな

になります。

ニードルをロッ

左のシリンダに

バーに作用し

られています

納入時に調整

ドルで調整し

ダのクッションは

- 13 -

コン位置 

A 側 

B 側 

A 側 

B 側 

A 側 

B 側 

を引くと解除

に、左回転で

合、ダイヤル

ないでください

ックしてくださ

にはストローク

しないよう空

す。 

整してあります

して下さい。ニ

はゴムクッショ

影響

ガウン押さ

ガウン押さ

ガウンたた

ガウンたた

ガウンたた

ガウンたた

され、押す

開になりま

ル表示の回

い。流量特

い。 

クエンドで停止

気の圧縮によ

すが、納入後

ニードルをしめ

ョンのため、ク

響する動作 

さえ戻り側速

さえ行き側速

たみ戻り側速

たみ行き側速

たみ行き側速

たみ戻り側速

止するとき、慣

よる反発力を

クッションのき

めれば（右回

クッション調整

出

速度 

速度 

速度 

速度 

速度 

速度 

慣性力による

を利用して停

きき具合を変

転）クッション

整はできませ

荷時設定 

4 

6 

4 

6 

6 

4 

る衝撃

停止さ

変えた

ンのき

せん。 



3） 手

①

②

③

④

 

 

 

 6.3.3 フ

 

1） 圧
・ 調
・ 調

と

・ 二
回

り

・ 本
 

手動操作 

手動操作は

リンダの近く

 

① 手動保護カ

要以上の

② <ノンロック

レバーを矢

操作が終

<ロック操作

レバーを押

状態が維

③ 手動操作が

④ 手動保護カ

※ ロッ

※ 手動

フィルタレギ

圧力調整 

調圧ノブを一

調圧ノブ上面

と二次側圧力

二次側圧力を

回りません。ロ

ります。 

本機の初期設

はシリンダボッ

に人がいない

カバーを矢印

の力を加えない

操作> 

矢印の方向に

終わったら、レ

作> 

押したまま矢

維持されます。

が終わったら

カバーを元の

ックが掛かった

動カバーが閉

ギュレータ

一段引っ張ると

面をH 方向に

力が低くなりま

を調整後、調

ロック解除を

設定圧力は

クス内のエア

いことを確認し

印の方向にス

いでください。

に止まるまで

バーを離しま

印の方向に止

。手動操作が

ら、レバーを元

の位置に戻し

た状態で平常

閉じていればロ

の調整と保

とロックが外れ

回すと二次側

ます。 

調圧ノブを一

せずにむりに

0.2MPa です
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ア電磁弁で行

してから行っ

スライドさせま

。過度な外力

で押します。押

ます。レバーが

止まるまで回

が終わったら

元の位置に戻

ます。 

常運転を行う

ロックが解除

保守 

れます。 

側圧力が高く

段押すと調圧

に操作すると、

す。 

行います。手動

ってください。

す。手動保護

力は故障の原

押している間は

が元の位置に

 

回します。レバ

、レバーを元

 

戻します。 

うと、誤作動の

除された状態で

くなり、L 方向

圧ノブはロック

、破損のおそ

動操作を行う

護カバーの開

原因になります

は手動操作が

に戻ります。 

バーが固定さ

元の位置に戻

の原因になりま

です。 

向に回す

クされて

それがあ

う際は作動す

開閉操作には

す(5N 未満)。

ができます。手

され、手動操作

戻します 

ます。 

するシ

は必

。 

手動

作の
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2） 保守 

・ メンテナンスは供給圧力を止めて、残圧が無いことを確認してから行ってください。 

・ フィルタレギュレータのプラスチックボウルのクラック、傷、その他の劣化を検出するために、

半年に 1 回以上の点検を行ってください。 

・ フィルタレギュレータのドレンが上限より多くたまらないようにドレン抜き

をしてください。コックを【O】方向に回すとドレンが排出され、【S】方向

に回すとドレンの排出が止まります。二次側にドレンが流入すると機器

の作動不良の原因になります。 

・ ドレン配管接続部はタケノコニップルになっているため、チューブを直

接取付けできます。チューブの差込みはドレンコックが締まっていることを確認してから行い

ます。ボウルに横荷重を掛けるような配管は避けてください。 

・ フィルタエレメントを定期的に点検、交換してください。エレメントの目詰まりは性能低下の原

因になります。 

 

 

【プラスチックボウルの取り外し方】 

 

 

 

【エレメントの取り外し方】 

 

 

 

※ 分解時にはOリングなども外せるため、同時に点検してください。この時、スプリングなど

を無くさないように注意してください。 

※ 上述取り外し作業は圧縮空気を止め、ボウル内の圧力を完全に排出して残圧が無い

ことを確認してから行ってください。 

  



 6.4 光電

 
 6.4.1 各

 

1) 安

 

2) 動

 
 

 6.4.2 感

手

（i

（ii

（iii

（iv

 

 

 

センサ 

各部の名称 

安定表示灯（

点灯中は光

ちらつく場合

ださい。 

動作表示灯（

点灯中は光

タオルが通過

検と清掃、感

感度調整 

手順 

i） 感度ボリウ

 

 

 

i） “入光”状

なる位置

 

i） “非入光”

から反時計

す。(時計

し切った位

 

v） A 点と B

※ 感度ボリウ

と、破損す

緑色） 

光電センサが安

合はレンズ面の

橙色） 

光電センサが

過しても点灯

感度ボリウムに

ウムを反時計

状態で、感度ボ

A 点を確認

”状態で、感度

計方向に戻し

計方向に回し

位置が B 点と

点の中間が

ムはマイナスドラ

る場合がありま

安定動作状

の汚れ、キズ

ON 出力をし

灯しなかったり

にて感度調節

計方向に回し

ボリウムを徐

します。 

度ボリウムを

し、 “非入光

切った状態で

となります。)

が 適位置とな

ライバ（別途ご用

すのでご注意く
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態になってい

ズの点検と清

している事を示

り、ちらついた

節を行ってくだ

切り、 小感

々に時計方

を時計方向に

光”時の動作と

で入光時の動

なります。 

用意ください）を

ください。 

いる事を示しま

掃、感度ボリ

示します。 

たりする場合

ださい。 

感度位置(MIN

向に回し、入

回し、一旦入

となる位置 B

動作とならな

用いて、ゆっくり

ます。 

リウムにて感度

はレンズ面の

N)にします。 

入光時の動作

入光動作とし

B 点を確認し

ない場合は、

り回してください。

度調節を行っ

の汚れ、キズ

作と

して

しま

回

。強い力で回し

 

 

ってく

ズの点

過ぎる



<入光

 

 

出力

 

 

 6.4.3 各

 

吸

解

 

 

光状態、非入

力と表示灯の

各光電センサ

センサ名 

引 ON センサ

解除センサ 

入光状態とは

関係 

サの詳細 

品

サ CX-

CX-

 

は> 

番 感

-424 

-424 
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感度ボリウム

大 

大 

動作

入光時 O

入光時 O

メ

ON パナ

ON パナ

 

メーカ 

ナソニック 

ナソニック 

 



 6.5 タイマ

 
 6.5.1 各

 

 

1) 動
点

2) 出
点

3) セ
ダ

 
 6.5.2 タ

 

 

マ 

各部の名称 

動作/通電表

点灯中はタイ

出力表示（オ

点灯中は出力

セットダイヤル

ダイヤルを回

 

タイマ調整 

タイマ 

TR12 

TR13 

TR21 

TR22 

TR23 

 

表示（グリーン

イマが通電状

レンジ） 

力が ON して

ル 

回すとタイムア

ガウン押さえ

ガウンたたみ

解除センサ

ガウンたたみ

ガウンたたみ

） 

状態（カウント中

ている事を示し

アップまでの時

影響する

え行き → ガ

み右行き →

OFF → ガ

み左戻り →

み右戻り →
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中）になってい

します。 

時間を変更す

る動作 

ガウンたたみ右

ガウンたたみ

ウンたたみ左

ガウンたたみ

ガウン押さえ

 

いる事を示し

することができ

右行き 

み左行き 

左戻り 

み右戻り 

え戻り 

ます。 

きます。（0.1s

出荷時設定

0.1 秒 

0.1 秒 

0.2 秒 

0.2 秒 

0.2 秒 

 

s～1.0s） 

定 



 

 

 6.6 定期

 

1 ヶ月

① 動
② 可
③ 本
④ 各
⑤ エ
⑥ フ
⑦ 光

 

 

点検項目 

月に 1 度、点

動作時、異常

可動部に異常

本体外観上に

各接続部のボ

エア漏れはな

フィルタレギュ

光電センサの

点検をしてくだ

常音や異常発

常摩耗はない

に異常はない

ボルト、ナット

ないか。 

ュレータに破

の動作が安定

 

ださい。 

発熱はないか

いか。 

いか。  

ト等に破損やゆ

損、劣化はな

定しているか。
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か。 

ゆるみ、脱落

ないか。 

。 

落がないか。
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7. トラブル対処法 

 

ご使用中に異常が生じた時は、下記の手順に従い処置してください。 

本機の機能が回復しない場合は､お買上げの代理店までご相談ください｡ 

 

症状 原因 対処法 

電源を「ＯＮ」しても電 

源が入らない  

ブレーカが働いている 
原因を取り除き、取扱説明書「ノーヒューズブレーカ

のリセット方法」を参照しリセットする 

電線が断線している 電線の異常を確認し、必要があれば交換する 

停電している。 電源を確認する 

電源は入るが動かな

い。動作がおかしい 

インバータがトリップして

いる  

取扱説明書「インバータのリセット方法」を参照しリセ

ットする 

電源が単相になってい

る  
電線の接続部を確認し、必要があれば接続し直す 

シリンダが動かない 

圧力がない エアコンプレッサが作動しているか確認する 

エア電磁弁に信号が入

っていない 
制御回路の線が断線していないか確認する 

シリンダがスムーズに

作動しない 

シリンダパッキンの劣

化、破損 
シリンダの交換またはパッキンの交換 

フィルタレギュレータのエ

レメント目詰まり 
フィルタレギュレータのエレメントを交換する 

圧力不足 
フィルタレギュレータの圧力計を確認し、必要に応じ

て圧力を調整する 

シリンダの動きが早す

ぎる、または遅すぎる 
スピコンの調整不足 取扱説明書「シリンダの調整」を参照し再調整する 

可動部の破損・変形 高速作動による衝撃 スピコンで速度を遅くする 

ファンが吸引を止めな

い 

光電センサが汚れてい

る 
光電センサ近辺を清掃する 

ファンから異音がする 

ファンの吸引が弱い 
リントが溜まっている 

ファンを分解し、羽根車の清掃 

テーブルの左右側面の掃除口を開けて清掃 

ファンのインバータがト

リップする 
ファンの回転数過大 インバータでファンの吸引力を弱める 

ファンの吸引の力が弱

すぎ、または強すぎ 
吸引力の調整不足 インバータでファンの吸引力を調整する 
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8. 電気図面 

 

 

 

  










